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岡田デジタル田園都市国家構想担当大臣の「デジタル田園都市国家構想総合戦略（仮称）の策定
方針等について」に関して事務局よりコメントを求められましたので、以下に記載いたします。 

これまで、まち・ひと・しごと創生会議、ならびにデジタル田園都市国家構想実現会議において
カヤックが提言してきたのは、地域の多様な魅力を育む重要性についてです。 

気候変動・人口減少が進む中、脱炭素や Maas の実装といった DX 化の推進は、どの自治体にと
っても急務です。 

一方で、スマートシティあるいはスーパーシティといったキーワードの下にまちづくりを推進
した結果、横並びのまちづくり構想になってしまうことなく、それぞれの地域の個性を活かした
まちづくりを進めていくことが日本全体の魅力を高めることになると考えます。 

カヤックでは、2019 年にデジタル通貨（地域通貨）サービスを立ち上げ、地域ごとの多元的な
魅力・Well-being を可視化・定量化するとともに、地域コミュニティの活性化を図り、地域なら
ではの多様な経済圏を確立することを目指してきました（「まちのコイン」：全国 20地域で展開）。
Web3.0 という転換点を迎え、さまざまな組織・団体が同様の取組を始めています。 

テクノロジーの革新によって、より多元的な価値観を実現し、それぞれの地域が豊かさを追求す
ることが可能になりつつあります。地域固有の資本を計測し、増大するための施策について、今
後も提言させていただければと思います。 


